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また慢性の 肝障害とくにア ル コ
ー ル性肝障害の 合

併が 目立 っ た .

診断 は D I C - C T ある い は M R C P で肝内胆管と

嚢胞の 関係をみ る こ とが必須 である .

肝嚢胞は 日常臨床でよく み られ る疾患で あり,

その な か には E P B C もか な り含まれる もの と お

もわれるが, 逆 に ⅢP B C と診断しても単に胆管に

接する嚢胞か もしれない . こ こ が診断の 問題点で

ある .

9 　 H a n g i n g  m a n e u v e r を 用 い た 生 体 肝 移 植 ド

ナ ー に お け る肝左葉切除
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2 0 0 1 年に B elg biti により報告 された b a n gi n g

m a n e u v e r ( H M 法) は, 肝乗切除 にお い て 止血

効果の 点で有用であるとされて い る . 今回当科 で

施 行さ れた ドナ ー 肝 左乗切除3 2 例 を対象と し,

確立された術式である生体肝移植 ドナ
ー 肝切除に

お い て H M 法の 有用性を検討した . H M 法 1 4 例 .

非 H M 法 1 8 例 で , 平均手術時間は それぞれ 3 1 8

分 , 3 7 0 分 ( p - 0 . 8 9) , 平均 出血量 4 1 1 . 1 m l ,

5 6 2 .8 m ( p - 0 .7 7) , 平均入院期間 1 4 .6 日
,
1 5 . 7

日 であ っ た . 合併症 は非 H M 法の術後胆汁漏 1 例

の みで あ っ た . H M 法 は出血量を軽減する傾向が

諮め られ,
また肝切離の方向性を把握する上 でも

有用で あ っ た .

1 0 　 切 除 不 能 大 腸 癌 H 3 症 例 に 対 す る 時 間 治 療

（chronotherapy）の経験
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【目的】 夜間 に 5
- F U を投与する時間治療は ,

副作用を軽減する こ とで投与量を増加させ ,
抗腫

癌効果の増強を期待する治療法で ある. 本研究の

目的は, 5
-

F U を用い た時間治療が, 切除不能大

腸癌両案多発肝転移 ( H 3) に対 して 有効 か 否か

を検討するこ と にある .

【方法】 対象は切除不能と判断された大腸癌 H 3

症例 1 0 例 であ っ た (男/ 女 4/ 6 例 ,
5 5 - 8 1 才) .

原発は結腸 8 例 , 直腸 2 例であ っ た . 時間治療と

して P M C 療法 (週 1 回 5 - F U 60 0 m g / m
2 を 9 暗

か ら 2 4 時間か けて静注し, U F r 4 00 m g / d a y 週 5

- 7 日間経口 投与を併用) を外来 で 施行 し た .

S D の 場合 に は 5 - F U の 投与量 を 段階的 に

1 5 00 m g / m
2/ 2 4 b まで増量 した . 5 - F U 投与日に

血清 5
-

F U 漬度 ( n g / m l) を測定 した ( H P L C

法) . 治療期間は 4 - 2 1 か 月 ( 中央値 1 2 か 月)

で あ っ た .

【結果】 p R は 6 例 , S D は 4 例 で あ っ た ( 奏効

率 6 0 % ) ･ C m a x が 6 0 0 n g / m l 以上 と な っ て も

p R と なら な い 症例 は 3 例 で, い ずれも前治療歴

を有 して い た . G r a d e 3 以上の 副作用は認め られ

な か っ た .

【結論】 5 - F U を用い た時間治療は切除不能大

腸癌肝転移に有効で ある .
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ゲ ム シ タ ビ ンは切除不能輝癌 に対する症状緩和

効果や予後の 改善などの 点か ら高く評価されて い




